






















































































は
、
幕
府
征
討
の
朝
命
が
発
せ
ら
れ
た
。

庄
内
務
は
、
こ
の
政
変
に
対
処
し
、
え
ぞ
地
詐
備

・
開
拓
に
従
事
し
て
い
た
藩

士
そ
の
他
人
員
を
、
庄
内
に
引
き
似
げ
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
弘
前
緋
が
官
軍
側
に
参
加
し
、
陸
路
の
通
行
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
同
藩
は
、
箱
仙
の
新
興
商
人

・
柳
聞
旅
肯
定
胤
川
出
身
)
に
あ

っ
せ

ん
を
依
頼
し
、
料
館
を
拠
点
に
・貿
易
活
動
を
し
て
い
た
プ
ロ
シ
ア
』凶
人
ガ
ル
ト
ネ

ル
の
西
洋
船
ロ
パ
号
を
出
い
入
れ
、
帆
船
宮
古
丸
を
曳
い
て
浜
従
に
行
き
、

三
月、

四
月
の
二
回

(間
四
月
、
十九
月
の
一一一
便
の
船
だ

っ
た
と
も
い
う
)
で
、
各
場
所
か

ら
集
ま
っ
た
庄
内
務
士

・
農
民
な
ど
約
七
O

O
人
余
を
乗
せ
て
、
え
ぞ
地
か
ら
酒

田
に
引
き
揚
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
庄
内
藩
が
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
か
ら
慶
応
四
年
(
明

治
元
年
。
一

八
六
八
)
ま
で
の
約
九
年
間
、
莫
大
な
財
力
を
費
や
し
、
加
え
て
落

士

・
良
民
ら
が
、
血
と
汗
を
流
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
浜
益
を
含
む
拝
領
地
は
、

す
べ
て
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

庄
内
藩
の
え
ぞ
地
笠
備

・
開
拓

(総
括
)

庄
内
滞
は
、
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
に
浜
益
場
所
を
拝
領
、
万
延
元
年
、

川

下
に
総
本
陣
屋
を
建
設
し
、
逝
文
久
元
年
よ
り
議
土

・
移
住
民
民
ら
を
こ
の
地
や

苫
前

・
留
崎

・
天
塩
な
ど
に
送
り
込
み
、
仙
一品
川
と
開
拓
を
行
っ
て
き
た
。

総
じ
て
庄
内
滞
は
、
え
ぞ
地
経
営
に
当
た
っ
た
諸
藩
の
中
で
は
、
最
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
端
と
言
っ
て
よ
く
、
同
様
の
え
ぞ
地
竺
備
は
、
前
述
の
と
お
り
慶

応
四
年
(
明
治
元
年
H

一
八
六
八
)
ま
で
の
九
年
間
に
及
ん
だ
。

し
か
し
、
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)

一
O
月
、
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還、

二
一

月
の
王
政
復
古
の
大
号
令
と
い
う
大
事
件
を
経
て
、
勤
皇
倒
幕
の
機
通
が
起
こ
り
、

院
長
な
ど
の
雄
藩
で
は
錦
の
御
肱
を
擁
し
て
東
祉
の
軍
を
起
こ
し
た
。

そ
こ
で
、
庄
内
滞
は
一
.月
、
江
戸
表
を
引
き
払
っ
て
庄
内
に
帰
っ
た
が
、
こ
の

頃
に
は
、
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
形
勢
と
な
っ
た
。

こ
う
な
っ
て
は
、
一

時
も
速
く
え
ぞ
地
を
引
き
揚
げ
な
け
れ
ば
、
孤
立
無
援
の

情
況
と
な
る
や
も
知
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
庄
内
滞
の
民
民
を
含
む
現
地
派
遣
者
た
ち
は
、
急
き
ょ
、
浜
益
陣

屋
を
置
き
去
り
、
出
家
は
住
居
は
お
ろ
か
、
民
兵
な
ど
も
捨
て
て
、
庄
内
に
引
き

揚
げ
ざ
る
を
仰
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
間
に
浜
説
に
送
っ
た
滞
士
・
民
民
の
数
は
、
六
O

O
余
人
に
及
ぶ

と
見
ら
れ
、
柏
木
原
村

・
吉
岡
村

・
黄
金
村
な
ど
八
カ
村
の
開
墾

・
些
設
を
行
な
っ

て
い
る
。

今
、
浜
益
の
旧
庄
内
藩
本
陣
屋
跡
に
立
っ
て
み
る
と
、
旧
大
手
門
の
あ
っ
た
場

所
に
鳥
居
の
よ
う
な
標
柱
が
あ
る
以
外
、
正
漠
た
る
野
草
や
潅
木
の
生
い
茂
っ
た

小
高
い
山
や
、
細
い
農
業
用
水
路
と
な
っ
た
千
両
堀
跡
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
地
こ
そ
が
、
今
か
ら

一
四
O
余
年
前
、
旧
庄
内
藩
、
そ
し
て
間

帯
の
多
く
の
務
士
・農
民

・
職
人
ら
が
、
夢
と
希
望
、
さ
ら
に
は
燃
え
る
情
熱
を

抱
い
て
、
北
方
件
怖
と
開
拓
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
文
字
通
り
の

"
つ
わ
も
の
た

ち
の
夢
の
跡
“

な
の
で
あ
る
。
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主
な
参
考
文
献

『浜
話
村
史
』
、
『
浜
益
村
小
史
』
、
『
留
萌
市
史
」
、
『
新
編
天
塩
町
史
』
、
『苫

前
町
史
』
、
本
間
勝
喜
『
庄
内
務
』
、
誉
回
慶
恩
・
横
山
昭
男
『
山
形
県
の
歴
史
』

ほ
か
。



安
政

が
来
朝
し
、
日
本
と

ロ
シ
ア
の
国
境
界
の
決
定
と
和
親

通
商
を
要
求

元

(
一
八
五
四
)
幕
府
、
和
館
奉
行
を
設
問
し
、
蝦
ト
央
地
を
ト
尚
一
将
領
と
す

る

(再
直
帖
)

庄
内
藩
、
海
防
計
画
を
立
案
幕
府
、

庄
内
藩
な
ど
五
藩
に
品
川
の
御
台
場
警
備
を
命
じ
る

桁
館
奉
行
、

浜
低
の
山
辺
を
捌
査
し
幕
府
に
な
見
出
を

蛇
山
浜
低
の
ア
イ
ヌ
人
日
-
一O
一
人

二

(
一
八
五
五
)
桁
館
開
港

(外
国
船
に
薪

・
水
な
ど
供
給
)
。
幕
府
、

蝦
東
地
全
域
を
再
ト闘
い
帖
と
す
る
(
第
二
次
蝦
夷
地
幕
領

期
)
こ
れ
に
伴
い
、
弘
前
・
盛
岡

・
秋
田
・
仙
台
の
凹

藩
に
蝦
夷
地
竺
備
を
命
じ
る
庄
内
部
主
酒
井
忠
発
、
海

岸
巡
視

凹

(
一
八
五
七
)
庄
内
藩
、
与
坂
で
大
規
模
な
演
習
実
施
ロ

シ
ア
軍
艦

が
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
米
航
、
上
陸
し
て
家
を
建
て
る

五

(
.
八
五
八
)
厚
川
・
浜
続
問
の
政
件
一山
道
、
浜
続

・
…明
毛
問
の
雄
九
、

山
道
の
工
事
が
竣
-1
(場
所
請
負
人
が
出
資
)

六

(
一
八
五
九
)
ロ
シ
ア
東
部
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ピ
ヨ
フ
が
国
使
と
し

て
品
川
に
来
航
し
、
樺
太
全
日
は
ロ

シ
ア
領
と
主
張

幕
府
、
弘
前
・
盛
岡
・
秋
田
・
仙
台
の
四
藩
に
庄
内
・

会
津
を
加
え
た
六
藩
に
蝦
夷
地
を
分
与
し
、
そ
の
警
備

と
経
営
に
当
た
ら
せ
る

(
庄
内
藩
は
江
戸
湾
内
警
備
の

役
を
解
か
れ
る

一
方
、
浜
益
・
天
塩
・
苫
前
・
留
萌
・

焼
尻
・
天
売
の
領
有
と
天
塩
か
ら
歌
捨
ま
で
(
増
毛
を

除
く
)
の
海
岸

一
帯
の
警
備
な
ど
を
担
当
)

庄
内
藩
、
亀
ヶ
時
読
代

・
松
一v一
舎
人
を
議
実
治
拝
領
池

山私
奉
行
に
、
均
-
頭

・
一
沼
存
権
℃
白
却
を
副
奉
行
に
任
合

(注
)
圧
内
藩
の
蝦
夷
地
笹
備
は
安
政
六
年
か
ら
明
治

元
年
ま
で
の
九
年
間

万
延

文
久

桜
田
門
外
の
変
庄
内
藩
、
蝦
夷
地
の
警
備
地
引
渡
し

を
受
け
、
松
平
舎
人
以
下
、
藩
士

・
農
民
な
ど
三
六
七

人
を
天
塩
・
留
萌
・
苫
前
・
浜
益
な
ど
に
派
遣

六
月
、
浜
益
の
川
下
で
本
陣
屋
礎
初
式
を
行
な
う
浜

益
の
緋
建
網

一
八
カ
統
圧
内
藩
、
金
井
半
之
丞
を
蝦
夷

地
目
付
に
任
命
し
、
浜
益
に
世
任
さ
せ
、
蝦
夷
地
の
経

営
計
画
に
当
た
ら
せ
た
庄
内
藩
、
蝦
夷
地
総
奉
行
に

酒
井
玄
蕃

(了
明
)
を
任
命

(
一
二
月
)

圧
内
藩
、

蝦
夷
地
警
備
の
た
め
領
内
に
御
用
金
一
万
五

0
0
0
両

と
才
覚
金
三
万
五

0
0
0
両
、
計
五
万
両
の
納
付
を
命

いレス回

庄
内
藩
、
浜
益
の
川
下
地
区
に
総
本
陣
屋
と
そ
の
他
の

建
物
を
完
成
庄
内
藩
主
・
酒
井
家
菩
提
寺
の
大
督
寺

よ
り
隠
居
方

・
丈
円
隆
が
浜
益
へ
渡
り
、

川
下
地
区
に

寺
院
を
建
立

(の
ち
の
大
心
寺
)

元
(
一

八
六

ニ

酒
井
玄
蕃

(了
明
)
が
浜
益
に
世
任
二
月
、
圧
内
藩

が
蝦
夷
地
向
農
民
を
募
集
、

第
一
期
蝦
夷
地
移
住
農
民

の
応
募
者
総
数
が
一
三
六
五
人
と
な
る

で
っ
ち
五
0
0

人
程
度
が
浜
益
に
移
住
)
三
月
、
庄
内
藩
士
以
下
、
移

住
農
民
多
数
が
渡
道
、
初
め
て
現
地
で
越
年

(一

人
の

病
人
も
な
く
越
え
る
浜
益
で
試
験
的
に
岡
穂
を
蒔
き
付

け

浜

益

で

清
水

(相
木
)
村
開
墾

二
(
一
八
六
二
)
浜
益
で
吉
岡
村
・
実
田
村

(阿
弥
陀
村
)
を

開

墾

庄

内
藩
浜
益
陣
屋
の
敷
地
内
に
、
陣
営
の
鎮
護
と
し
て
八

幡
神
社
を
建
立

(川
下
地
区
、
祭
神
は
応
神
天
皇
)

圧
内
藩
、
浜
益
で
初
め
て
米
を
収
穫

三
(
一

八
六
一ニ)
将
軍
徳
川
家
茂
上
洛
下
関
戦
争
六
月
頃
月
松
本
十

郎

(戸
田
惣
十
郎
)、

父
・
戸
田
文
之
助
)
と
と
も
に

元

(
一
八
六
O
)
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苫
前
で
勤
務
浜
益
勤
務
で
初
の
犠
牲
者
(
士
分
譜
代

の
高
橋
亀
六
と
足
軽
中
間
の
由
蔵
が
病
亮
)
酒
田
の
浄

徳
寺
よ
り
第
二
八
世
俊
随
の
法
弟
で
あ
る
大
督
寺
役
僧

・
恢
誉
俊
廓
上
人
が
大
心
寺
の
開
山
と
な
る
(
酒
井
忠

篤
公
の
開
基
、
名
称
を

「天
龍
山
護
国
院
大
心
寺
」
と

号
し
、
鶴
岡
・
浄
土
宗
大
督
寺
の
末
寺
と
な
る
j
(
大

心
寺
は
明
治
三
年
ま
で
庄
内
藩
か
ら
護
持
料
支
給
明

治
三
年

一
O
月
よ
り
芝
増
上
寺
の
支
配
H
有
珠
善
光
寺

の
末
寺
と
な
る
明
治
二
四
年

一
O
月
に
同
じ
浜
益
内

の
川
下
地
区
よ
り
茂
生
地
区
に
移
転
)

元

(
一
八
六
回
)
禁
門
の
変
。
圧
内
藩
、
二
万
石
を
加
増
、
一
七
万
石
格

と
な
る
松
本
十
郎
、
浜
益
陣
屋
に
移
る
こ
の
年
春

ま
で
に
浜
益
で
柏
木
原
村
・
山
崎
村
・
関
村
・
門
田
村

.
黄
金
村
を
開
墾

元
(
一
八
六
五
)
庄
内
藩
が
各
場
所
請
負
人
に
対
し
、
運
上
金
増
額
を
通

達
伊
達
林
右
衛
門
、
浜
益
場
所
を
放
棄
酒
井
玄
蕃

(了
明
)
、
庄
内
に
帰
国
、
蝦
夷
地
御
用
掛
を
命
じ
ら

れ
る
玄
蕃
の
後
任
・
蝦
夷
地
総
奉
行
に
里
見
弘
記
が

任
命
さ
れ
、
浜
益
に
世
任
六
月
頃
、
松
本
十
郎
、
藩

の
命
令
で
庄
内
に
帰
国

二

(
一
八
六
六
)
庄
内
藩
、
軍
制
改
革
庄
内
藩
、
中
川
屋
勇
助

(越
後

国
岩
船
郡
越
屋
町
出
身
)
に
浜
益
場
所
の
場
所
請
負
を

許
可
庄
内
藩
、
浜
益
の
場
所
経
営
を
改
革
、
藩
の
直

轄
と
し
、
場
所
請
負
人
一
人
だ
け
の
請
負
経
営
を
廃
止

し
、
各
漁
業
者
の
自
由
経
営
と
す
る
浜
益
で
足
軽
銀

治
が
陣
屋
の
剣
道
指
南
役
・
松
平
久
吉
と
口
論
、
斬
殺

さ
れ
る

三

(
一
八
六
七
)
大
政
ぷ
迎

巴
ム
口

;
J
{
 

!妾
応

王
政
佐
古

圧
内
藩
で
「
丁
卯
の
大
獄
」

明
治

起
こ
る

(公
武
合
体
派
が
弾
圧
さ
れ
る
)
江
戸
城
二

の
丸
火
災
三
田
の
庄
内
藩
巡
遅
屯
所
が
銃
撃
さ
れ
る

庄
内
藩
兵
、
江
戸
の
薩
摩
藩
邸
を
襲
撃
浜
益
の
農

家
戸
数

一
O
O
戸

元

(
一
八
六
八
。
慶
応
問
)
刈
羽
伏
見
の
戦
い
(
戊
辰
戦
争
始
ま
る
)

庄
内
藩
、
江
戸
表
を
引
き
揚
げ
帰
国
庄
内
藩
、
蝦
夷

地
総
奉
行
・
里
見
弘
記
以
下
、
浜
益
な
ど
に
送
っ
た
藩

士
・
農
民
ら
を
庄
内
に
引
き
揚
げ
る

(三
次
に
わ
た
る

蝦
夷
地
引
き
揚
げ
こ
の
間
、
九
年
間
に
浜
益
に
送
っ

た
藩
士
・
農
民
の
数
は
七

O
O
人
余
、
開
拓
村
は
柏
木

原
村
な
ど
八
カ
村
に
の
ぼ
る
)

新

政

府

、
箱
館
裁
判

所
を
設
置

庄
内
藩
、
村
山
地
方
の
貢
租
米
を
抑
え
る

庄
内
征
討
始
ま
る

奥
羽
越
列
部
同
盟
成
立

庄
内

藩
、
新
政
府
軍
に
降
伏
藩
主
酒
井
忠
篤
謹
慎

松
前

藩
主

・
松
前
徳
広
が
平
舘
に
逃
れ
る
新
政
府
、
清
水

谷
公
考
を
山
森
口
総
作
に
任
命
さ
れ
る

二

(
一
八
六
九
)
庄
内
藩
、
一
二
万
石
に
削
減
さ
れ
家
名
存
続
認
め
ら
れ

る
圧
内
領
民
、
圧
内
藩
の
岩
代
田
若
松
へ
の
転
封
を

阻
止
す
る
運
動
を
起
こ
す

新
政
府
市
以
攻

・
乙
却
に

上
陸

旧
幕
府
脱
走
軍
(
抜
本
平
)
降
伏

斗十
思
議
成

立

開
拓
使
設
置
松
本
十
郎
、
同
使
に
出
仕
、
根
室

に
世
任
〔
根
室
出
張
所
開
設
〕

四

(
一
八
七
二
脱
藩
慌
県

五

(
一
八
七
二
)
旧
庄
内
藩
士
族
、
松
ヶ
岡
の
開
墾
を
始
め
る

六
(
一
八
七
三
)
明
治
六
年
の
政
変
凶
郷
隆
時
下
昨

七

(
一
八
七
四
)
庄
内
川
南
に
ワ

ッ
パ
騒
動
起
き
る

八

(
一
八
七
五
)
札
幌
の
桑
固
な
ど
に
旧
庄
内
士
族
を
招
へ
い
、
開
墾

開
拓
使
は
浜
益
の
稲
荷
神
社

(天
保
年
間
に
創
建
)
を
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-

。
(
一
八
七
七
)

郷
社
に
昇
格
、
「
浜
益
神
社
」
と
称
す
る
同
様
に
厳

島
神
社
(
天
保
二
年
創
建
)
を
村
社
に
昇
格
(
の
ち
大

正

一
四
年
に
浜
益
神
社
に
統
合
)
同
様
に
川
下
八
幡
神

社
を
村
社
に
昇
格
(
庄
内
藩
引
き
揚
げ
で
荒
廃
し
た
た

め
、
部
落
で
は
の
ち
に
、
こ
れ
を
庄
内
藩
陣
屋
大
手
門

外
に
建
築
・
遷
宮
)

樺
太

・
千
島
交
換
条
約

鶴
岡
・
山
形
・
置
賜
の
三
県
を
合
併
し
て
山
形
県
と
な

る
(
初
代
県
令
三
島
通
庸
)
黒
田
清
隆
開
拓
長
官
、

樺
太
ア
イ
ヌ
八
四

一
人
を
宗
谷
、
次
い
で
対
雁
に
移
す

松
本
十
郎
、
開
拓
使
大
判
官
の
職
を
辞
し
て
帰
郷

西
南
戦
争
ほ
っ
発

九
(
一
八
七
六
)

- 50-



い
し
か
り
漕

第
二
十
五
号

-1成

!
凹
均

・H
け

.
i

印
刷

子
成
、.
十
四
年
・
・
H
け

.

.
 ト

n
a凡

h
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行

E

h
持
市
郷
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研
究
会

?
"
狩
市
花
川
宙
開
五
条
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目
-
三

村

山

・

一

方

個
人
九
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